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版権と商標に関する注意
MVPソフトウェアの著作権は株式会社モリサワが所有し、MVPは株式会社モリサワの商標です。別紙の「MVPエンドユーザラ
イセンス契約書」に基づいた使用をお願いします。
なお、いくつかの機能において他社よりライセンスを受けて利用可能にしているものがあります。
それぞれの版権と商標および使用上の注意は以下の通りです。

TOYO COLOR FINDER 1050
TOYO COLOR FINDERTM SYSTEM AND SOFTWAREの著作権は東洋インキ製造株式会社が所有し、MVPで使用する場合に
限って株式会社モリサワに使用許可のライセンスが与えられています。
従って、MVPに関連して使用する以外の目的で他のディスクへのコピーや、メモリーに読み込む事を禁じます。
TOYO COLOR FINDERTM SYSTEM AND SOFTWARE（C）TOYO INK MFG.CO.LTD.1991.
" カラーファインダー " は東洋インキ製造株式会社の登録商標です。

DICカラーガイド・プロセスカラーノート
「DICR」、「DICカラーガイド R」および「プロセスカラーノート」は大日本インキ化学工業株式会社の登録商標もしくは商標です。
データベース「DICカラーガイド・プロセスカラーノート」は、大日本インキ化学工業株式会社の著作物です。
株式会社モリサワは、組版編集機に搭載することにおいてデータベース「DICカラーガイド・プロセスカラーノート」のライセンス
を大日本インキ化学工業株式会社より受けています。
データベース「DICカラーガイド・プロセスカラーノート」をコピーし、株式会社モリサワ製組版編集システム以外において使用す
ることを禁じます。

LEADTOOLS
本ソフトウェア製品は、画像処理部分で LEADTOOLSを利用しています。
LEADTOOLSは LEAD Technologies 社が権利を有しています。
LEADTOOLS（C）1991-2000,LEAD Technologies,Inc.
ALL RIGHT RESERVED

QRコードは（株）デンソーウェーブの登録商標です。
Jaws PDF Library. Copyright(c) 1998-2004 Global Graphics Software Ltd.
Copyright (c) 1990-2004 Info-ZIP. All rights reserved.
Adobe Acrobat Reader 及び PostScript は、アドビシステムズ社の米国および／または各国での商標または登録商標です。
Windowsは、マイクロソフト社の米国および／または各国での商標または登録商標です。

● 安全に使用していただく為に、取扱説明書記載以外の取扱いや操作はおやめください。
● 不測の事故等によりハードディスクに保存したデータが破壊されることもあります。
大切なデータは必ずCD-R 等リムーバブルメディアにも保存されるようバックアップ作業
をしてください。

● 校正洩れを防ぐ為に、校正作業は最終工程の出力物で行って下さい。
● 当システムの仕様は、改良のため予告なく変更することがあります。ご了承ください。

△！ 注意
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はじめに
本ソフトウェアをお買い求め頂きまして、誠にありがとうございます。
本ソフトウェアは簡単な操作で高品質な組版から面付けまでが行え、かつデータベースと連動した可
変印刷を実現します。
本書は各 Lesson を手順にしたがって作成していくと、MVP の各機能の特徴と操作の流れをマス
ターして頂けるように構成されております。また、Lesson ごとに完結しておりますので、目的に
あった Lesson から始めて頂いても理解できるようになっております。本書以外に、各機能につい
ての詳細は、「MVPユーザーズガイド」をご参照ください。そして、MVPの使い方をマスターして、
実際のお仕事にご活用頂きますようお願い申し上げます。

本書の使い方
本書の表記方法
メニューバーは、階層構造になっておりますので、「かっこの種類」を変えて表記しております。また、
各ダイアログ内に入力する数値や文字、選択する項目は、文章と区別するために「 」で表記してお
ります。
例：［オブジェクト］→＜ボックスタイプ変更＞→≪複数行テキスト≫

① メニューバー ［ ］ ⑤ ボタン 【 】

② メニュー ＜ ＞ ⑥ 設定内容 「 」

③ サブメニュー ≪ ≫ ⑦ タブ 〔 〕

④ グループ名称 青色

②＜メニュー＞

①［メニューバー］

③≪サブメニュー≫

⑤【ボタン】

⑦〔タブ〕 ⑥「設定内容」

④
グ
ル
ー
プ
名
称
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チュートリアルを開始する前に
MVP セットアップCD-ROMをセットすると、下記の画面が表示されます①。終了ボタンをクリッ
クし②、セットアップ画面を終了します。エクスプローラから、CD-ROMをセットしたドライブを
選択します。チュートリアルのフォルダをクリックします③。チュートリアル素材 .zip を解凍しま
す④。

①
②

③ ④

各 Lesson のデータは、MVPセットアップCD-ROM内の「チュートリアル」フォルダの中に入っ
ております。CD-ROM の中に入っているチュートリアルフォルダをハードディスクの
C:¥Morisawa¥MVP¥チュートリアルの中にコピーしてください。それ以外の場所にコピーすると、
画像などのリンクが切れますのでご注意下さい。

完成版

チュートリアル Lesson1

Lesson2

Lesson3

Lesson4

Lesson5

練習

…
…
…

はじめに
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各 Lesson を開始する前に
Lesson の最初のページに環境設定 / 基本属性の内容を記載しておりますので、各 Lesson を開始
する前に設定の変更を行ってください。各設定の初期値として適用されますので、効率よく各設定が
行えます。
例

環境設定：位置／長さ「ミリ：㎜」文字「級数：Q」

基本属性：「組方向：縦組／横組」「書体：A-OTF リュウミンPro-L-KL」

「文字サイズ：20Q」「行送り：25Q」

ドキュメント環境設定
コマンド実行時の設定値に使用される単位や、編集ダイアログの表示に関する項目を設定します。

設定方法
１．メニューバー →［オプション］→ ＜環境設定＞ → ≪ドキュメント≫をクリックします。

２．ドキュメント環境設定で単位の設定をします。Q（級数）、pt（ポイント）、mm（ミリ）での３種
類の単位設定が行えます。位置／長さは、マージンやオブジェクトのサイズ、文字は文字サイズ
の単位に適用されます。【OK】をクリックします①。

①

アドバイス 基本単位は、1級＝0.25mm、1ポイント≒0.3528mmです。

はじめに
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基本属性
設定する書体、文字サイズなどの基本属性は各ボックスを作成する際の初期値になります。
（そのドキュメントのみに適用されます）

設定方法
１．メニューバー →［ファイル］→＜新規作成＞をクリックします①。

①

２．新規作成のダイアログが表示されます。【基本属性】をクリックします①。

①

３．基本属性のダイアログが表示されます。各設定変更を行い、【OK】をクリックします①。

①

４．新規作成のダイアログに戻ります。その他の設定を行い【OK】をクリックします①。

①

はじめに
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Lesson 1 官製はがきの縦組み宛名作成しましよう

Step 1
官製はがきの雛形を開きましょう。
MVPを起動し、雛形を開きます。

Step 2
顧客データを取
り込みましょう。
顧客データをDB
パレットに取り
込みます。

Step 4
保存と印刷をしま
しょう。
作成したデータを
保存し、官製はがき
に印刷します。

Step 3
宛名ボックスを設定
しましょう。
宛名ボックスで、簡
単に住所・氏名など
のレイアウトが作成
できます。

MVP チュートリアルガイド
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Step 1 官製はがきの雛形を開きましょう。
MVPを起動して、あらかじめ用意してある官製はがきの雛形を開きます。

１． メニューバー →［ファイル］→＜開く＞をクリックします①。

①

２． “C:¥Morisawa¥MVP¥チュートリアル¥Lesson 1” の中にある「Lesson 1.mpd」を選択し
①、【開く】をクリックします②。

①

②

３． 作成途中の官製はがきのレイアウトが開きます。

アドバイス メニューバー［表示］→＜全体表示＞を
選択すると、画面上にページ全体が表示されます。

Lesson 1
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Step 2 顧客データを取り込みましょう。
Step1 で開いた官製はがきのレイアウトにDBパレットから顧客データを取り込み、各設定
を行います。

＜名簿8名分の中身＞

アドバイス エクセルなどで作成したデータは、CSV（カンマ区切り＊ .CSV）または、テキスト
（タブ区切り＊ .txt）のいずれかに変えて保存を行ってください。

１． メニューバー →［表示］→＜DBパレット＞をクリックします①。

①

“C

MVP チュートリアルガイド
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２． DBパレットのダイアログが表示されます。【参照】をクリックします①。

①

注意 ! 「先頭行をタイトル行とする」に必ずチェック
を入れてください。

３． ファイルを開くのダイアログが表示されます。ファイルの種類を CSV ファイルにして①、
“C:¥Morisawa¥MVP¥チュートリアル¥Lesson 1” の中にある、「名簿８名分 .CSV」を選択
し②、【開く】をクリックします③。

③

②

①

注意 ! ファイルの種類の初期設定
はタブ区切ファイルになってい
ます。ファイルの種類を csv
ファイルに変えないとファイル
は表示されません。

４． DBパレットに顧客データの各フィールド名が表示されます。【OK】をクリックします①。

①

顧客のデータパスが表示されます。

Lesson 1
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Step 3 宛名ボックスを設定しましょう。
雛形の官製はがきに宛名ボックスを作成し、各設定を行います。

１． メニューバー →［オブジェクト］→ ＜ボックス新規作成＞をクリックします。

①

アドバイス ボックスの作成方法は 2通りありま
す。Lesson 2の Step 2を参照してください。

２． ボックス新規のダイアログが表示されます。ボックス情報のボックスタイプから「宛名」を選択
します①。ボックス名称を「宛名」に設定すると位置・サイズの欄に自動的に数値が入ります。
【OK】をクリックします②。

①

②

宛名を設定すると自動的に位置・サイズ
が入ります。

３． 宛名ボックスがレイアウト画面に作成されます。

注意！宛名ボックスサイズは、幅60mm、高さ110mm固定です。

MVP チュートリアルガイド
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４． 宛名ボックスの各設定を行います。宛名ボックスをダブルクリックします。

この中でダブルクリックしてください。

アドバイス ボックスを選択した状態で、メニューバー →「オブジェクト」→ <設定>を選択し
ても、設定ダイアログが表示されます。

５． 設定のダイアログが表示されます。〔宛名〕タブをクリックします①。下記の設定内容に設定し
ます。

①

設定内容
基本指定
組方向：縦組

宛先
書体：「A-OTF 新正楷書 CBSK1 Pro

CBSK1」
姓：「姓」
名：「名」
敬称： 固定「様」

Lesson 1
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６． 住所・会社宛も同じように設定して、【OK】をクリックします①。

①

７． 設定の内容結果はプレビューで確認します。メニューバー →［表示］→ ＜プレビュー＞を選択
すると①、プレビューウィンドウが表示されます②。

②

①

８． プレビューウィンドウで全レコードのレイアウトが確認ができます。

1つ前に戻る 1つ前に進む

先頭レコードへ 最終レコードへ

MVP チュートリアルガイド
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Step 4 保存と印刷をしましょう。
完成したデータに名前を付けて保存します。

１． メニューバー →［ファイル］→ ＜名前を付けて保存＞をクリックします①。

①

２． 名前を付けて保存のダイアログが表示されます。“C:¥Morisawa¥MVP¥チュートリアル¥練
習 ”の中に保存します①。ファイル名を「完成 Lesson1.mpd」に変更し②、【保存】をクリック
します③。

①

② ③

ここをクリックして、保存場所を
設定してください。

ファイル名を「Lesson 1.mpd」
から「完成 Lesson 1.mpd」に変
更してください。

Lesson 1
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３． 作成した「完成 Lesson 1.mpd」を印刷します。メニューバー →［ファイル］→ ＜印刷＞をク
リックします①。

①

４． 印刷のダイアログが表示されます。出力するプリンタドライバを選択して①、プロパティで用
紙サイズ、印刷方向などを設定します②。【OK】をクリックすると印刷されます③。

③

① ②

ドライバの設定を行なって
ください。

アドバイス 面付け指定が行なえるのは、プリンタ名でPSプリンタドライバを選択したときのみ
です。ダムプリンタドライバを選択したときは、面付け、 PPDの項目は設定出来ません。
また面付けを指示したときは、プロパティは【面付指示】内の〔印刷割付設定〕で行ってください。

MVP チュートリアルガイド
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アドバイス データベースの半角カタカナ・半角英数字の処理について。
宛名ボックスにデータベースを取込む時に、データベースが半角カタカナ・半角英数字で入力され
ていると、下記の様な表示になります。①

DB例

半角カタカナから全角カタカナに置き換えます。

①＜変更前＞ ②＜変更後＞

半角カタカナから全角カタカナに置き換えます。

英字タイプ処理を「全角英字」に変更します。

半角カタカナから全角カタカナに置き換えます。

英字タイプ処理を「全角英字」に変更します。

数値タイプ処理を「位なし漢数字」に変更します。
※縦組時の住所は自動で「位なし漢数字」に変換
㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇

します。
㍇㍇㍇㍇

下記の処理で、②の表示に変更されます。

半角カタカナの変更方法
１．メニューバー→ [表示 ]→＜DBパレット＞をクリックします。
２．変更するデータベースを選択し、【データタイプ詳細】をクリックします。
３．データタイプ詳細のダイアログが表示されます。【オプション】をクリックします。
４．「文字列を置換する」にチェックを付け 、【置換設定】をクリックします。
５．変換テーブルの【取込】をクリックし、“C:¥Morisawa¥MVP¥Template¥ 文字置換テーブル
の中にある「半角カタカナを全角に置換 .txt」を選択し、【開く】をクリックします。取込みが終
わったら、【ＯＫ】でダイアログを閉じます。

半角英数字の変更方法
１．メニューバー→ [表示 ]→＜DBパレット＞をクリックします。
２．変更するデータベースを選択し、【データタイプ詳細】をクリックします。
３．データタイプ詳細のダイアログが表示されます。「数値タイプ処理」「英字タイプ処理」それぞれ
にチェックを付け 、「数値タイプ処理」は「位なし漢数字」を選択し、「英字タイプ処理」は「全
角英字」を選択します。設定が終わったら【ＯＫ】でダイアログを閉じます。
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Lesson 2 横組みの宛名作成しましょう

環境設定：位置／長さ「ミリ：㎜」文字「級数：Q」

基本属性：組方向／「横組」書体／A-OTF 新正楷書CBSK 1 Pro CBSK1」

文字サイズ：「16Q」行送り：「24Q」

Step 1
新規ファイルを作成しましょう。
はがきサイズの新規文書を作成します。

Step 4
郵便番号ボックスを設定しましょう。
郵便番号に適した設定を行ないます。

Step 3
顧客データを取り込
みましょう。
DB パレットに顧客
データを取り込みま
す。

Step 5
住所ボックスを設定
しましょう。
住所に適した設定を
行ないます。

Step 2
画像ボックスを設定しましょう。
サンプル画像を使って画像入りの
はがきを作成します。

Step 7
保存と面付け印刷をしましょう。
作成したデータを保存し、面付け
印刷します。

Step 6
人名ボックスを設定
しましょう。
人名に適した設定を
行ないます。

MVP チュートリアルガイド
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Step 1 新規ファイルを作成しましょう。
１． メニューバー →［ファイル］→＜新規作成＞をクリックします①。

①

２． 新規作成のダイアログが表示されます。下記の設定を行ない【OK】をクリックします。①

①

設定内容
モード
可変印刷（両面／片面）

ページ
用紙：「はがき (100× 148mm)
用紙方向： 縦置き

３． 新規１のレイアウト画面が作成されます。

アドバイス メニューバー［表示］→＜全体表示＞を
選択すると、画面上にページ全体が表示されます。

Lesson 2
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Step 2 画像ボックスを設定しましょう。
１． レイアウト画面に画像ボックスを作成します。作成方法は2通りありますが、Lesson 2 では
ツールバー →画□をクリックします①。画□をクリックすると、矢印が から に変わります。

①

ツールバー

アドバイス レイアウトボックスの作成方法は2通りあります。
１ . メニューバー →［オブジェクト］→ ＜ボックス新規作成＞（＊ Lesson 1参照）
２ . ツールバー → ツールを選択→レイアウト画面の中でドラッグ

２． レイアウト画面の中でドラッグします。

ドラッグ

３． レイアウト画面に任意の大きさの画像ボックスを作成します。

MVP チュートリアルガイド
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４． 画像ボックスの位置・サイズを設定します。画像ボックスをダブルクリックします。

この中でダブルクリックしてください。

アドバイス ボックスを選択した状態でメニューバー
→［オブジェクト］→ ＜設定＞を選択しても、設定ダ
イアログが表示されます。

５． 設定のダイアログが表示されます。位置・サイズの数値をはがきサイズに変更します。

設定内容
位置・サイズ
横座標：「0mm 」 縦座標：「0mm」
幅： 「100mm」 高さ： 「148mm」

６． サンプルの画像を画像ボックスに配置します。〔画像〕タブをクリックして①、次に固定画像を
選択し②、【参照】をクリックします③。

②

① ③

Lesson 2
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７． ファイルを開くのダイアログが表示されます。“C:¥Morisawa¥MVP¥ チュートリアル
¥Lesson2” の中にある「Lesson2.eps」を選択し①、【開く】をクリックします②。

①

②

８． オーバーレイ指定を「マスターデータとする」に設定し①、【OK】をクリックします②。

アドバイス オーバーレイ指定で「マスター
データとする」を選択すると、常に画像は最
背面に表示されます。「オーバーレイ指定」の
詳細につきましては、付録をご覧ください。

選択した画像のパスが表示されます。

①

②

９． 画像ボックスに画像が配置されます。

MVP チュートリアルガイド
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Step 3 顧客データを取り込みましょう。
Lesson 1 では CSV形式のデータを使用しましたが、Lesson 2 ではタブ区切り形式を使用
します。
＜名簿8名分 .txt の中身＞

１． メニューバー →［表示］→ ＜DBパレット＞をクリックします①。

①

２． DBパレットのダイアログが表示されます。【参照】をクリックします①。

①

注意 ! 「先頭行をタイトル行とする」に必ずチェック
を入れてください。

Lesson 2
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３． ファイルを開くのダイアログが表示されます。“C:¥Morisawa¥MVP¥ チュートリアル
¥Lesson 2” の中にある「名簿8名分 txt.」を選択し①、【開く】をクリックします②。

①

②

４． DBパレットに顧客データの各フィールドが表示されます。【OK】をクリックします①。

①

顧客のデータパスが表示されます。

Step 4 郵便番号ボックスを設定しましょう。
１． レイアウト画面に郵便番号ボックスを作成します。ツールバー →郵□をクリックします①。

①

ツールバー

MVP チュートリアルガイド
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２． レイアウト画面の中でドラッグします。

ドラッグ

３． レイアウト画面に任意の大きさの郵便番号ボックスを作成します。

４． 郵便番号ボックスの位置・サイズを設定します。郵便番号ボックスをダブルクリックします。

この中でダブルクリックしてください。

Lesson 2
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５． 設定のダイアログが表示されます。位置・サイズの数値を下記の数値に変更します。

設定内容
位置・サイズ
横座標：「47mm」 縦座標：「10mm」
幅： 「48mm」 高さ： 「8mm」

６． 郵便番号ボックスの設定をします。〔郵便番号〕タブをクリックして①、下記の設定内容に変更
し、【OK】をクリックします②。

設定内容
フィールド指定
可変：「郵便番号」
文字サイズ・字送り自動指定
宛先

①

②

７． DBパレットの郵便番号の詳細設定をします。メニューバー →［表示］→ ＜DBパレット＞を
選択します①。

①

MVP チュートリアルガイド
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８． DBパレットのダイアログが表示されます。郵便番号のデータタイプをクリックして「文字列」
から「郵便番号」に変更します①。「郵便番号」のフィールドを反転させたまま【データタイプ詳
細設定】をクリックします②。

②

データタイプを変更する時は、「文字列」の上を
クリックしてください。
選択できるコンボボックスが表示されます。

①

９． データタイプ詳細設定のダイアログが表示されます。下記の設定内容に変更し、【OK】をクリッ
クします①。DBパレットのダイアログに戻りますので、再び【OK】をクリックします。

設定内容
フィールド指定
数値タイプ処理 半角算用数字
ハイフン処理 ハイフン削除

①

アドバイス 今回の設定したサンプル画像には郵便番号枠のハイフンがあるので、DBのハイフン
は不要になります。DBから読み取る際に削除します。
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１０． プレビューでレイアウトを確認します。メニューバー →［表示］→ ＜プレビュー＞を選択す
ると①、プレビューウィンドウが表示されます②。

②

①

Step 5 住所ボックスを設定しましょう。
１． レイアウト画面に住所ボックスを作成します。ツールバー →住□をクリックします①。

①

ツールバー

２． レイアウト画面の中でドラッグします。

ドラッグ

MVP チュートリアルガイド
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３． レイアウト画面に任意の大きさの住所ボックスを作成します。

４． 住所ボックスの位置・サイズを設定します。住所ボックスをダブルクリックします。

この中でダブルクリックしてください。

５． 設定のダイアログが表示されます。下記の設定内容に変更します。

設定内容
位置・サイズ
横座標：「20mm」 縦座標：「45mm」
幅： 「65mm」 高さ： 「10mm」

Lesson 2
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６． 住所ボックスの設定をします。〔住所〕タブをクリックして①、下記の設定内容に変更し、【OK】
をクリックします②。

設定内容
基本指定
文字サイズ：「18Q」
改行処理：「宛名自動」「郵便番号」
フィールド：「住所1」「住所2」「住所3」

①

②

７． プレビューでレイアウトを確認します。メニューバー →［表示］→ ＜プレビュー＞を選択する
と①、プレビューウィンドウが表示されます②。

②

①

Step 6 人名ボックスを設定しましょう。
１． レイアウト画面に人名ボックスを作成します。ツールバー →人□をクリックします①。

①

ツールバー

MVP チュートリアルガイド
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２． レイアウト画面の中でドラッグします。

ドラッグ

３． レイアウト画面に任意の大きさの人名ボックスを作成します。

４． 人名ボックスの位置・サイズを設定します。人名ボックスをダブルクリックします。

この中でダブルクリックしてください。

Lesson 2
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５． 設定のダイアログが表示されます。下記の設定内容に変更します。

設定内容
位置・サイズ
横座標：「30mm」 縦座標：「60mm」
幅： 「50mm」 高さ： 「6mm」

６． 人名ボックスの設定をします。〔人名・敬称〕タブをクリックして①、下記の設定内容に変更し、
【OK】をクリックします②。

設定内容
基本指定
文字サイズ：「24Q」
揃え： 自動振り分け
フィールド指定
姓（名）：「姓」
名：「名」
敬称の有無
固定テキスト：「様」
氏名とのアキ：「3mm」

①

②

アドバイス 自動振り分けに を入れると、姓名のバランスを取るために自動的に文字の間にスペー
スが入ります。
自動振り分け設定あり 自動振り分け設定なし

MVP チュートリアルガイド
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７． プレビューでレイアウトを確認します。メニューバー →［表示］→ ＜プレビュー＞を、選択す
ると①、プレビューウィンドウが表示されます②。

②

①

Step 7 保存と面付け印刷をしましょう。
完成したデータに名前をつけて保存します。

１． メニューバー →［ファイル］→ ＜名前を付けて保存＞をクリックします①。

①

Lesson 2
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２． 名前を付けて保存のダイアログが表示されます。“C:¥Morisawa¥MVP¥チュートリアル¥練
習 ”の中に保存します①。ファイル名を「完成 Lesson 2.mpd」に変更し②、【保存】をクリック
します。③

①

② ③

ここをクリックして、保存場所を
設定してください。

ファイル名を「新規1.mpd」から
「完成 Lesson 2.mpd」に変更し
てください。

３． 作成した「完成-Lesson 2.mpd」を、A4用紙に横2面、縦2面に面付けして印刷します。メ
ニューバー →［ファイル］→ ＜印刷＞をクリックします①。

①
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４． 印刷のダイアログが表示されます。プリンタのプリンタ名を＜ Fiery S450 65C-KM PS jp ＞
に設定して①、面付けをチェックし②、プリンタのPPDを＜ Fiery S450 65C-KM PS Color
Server v1.0 jp ＞に設定し③、【面付指示】をクリックします④。

③

①

②

④

アドバイス 「ジョブ名」はプリンタへ送るファイル名のことで、チェックを入れるとファイル名
を入力できます。面付指示で設定したスタイルファイルを読み込んだときは、そのファイル名が
「ジョブ名」になります。

アドバイス プリンタ名、PPDはご使用のプリンタドライバと PPD名に置き換えてお読みくだ
さい。また、PPDファイルは“C:¥Morisawa¥MVP¥PPD”の中に入れてください。

５． 面付け（両面 /片面-MVP style IDP）のダイアログが表示されます。〔印刷割付設定〕のタブを
選択して①、用紙サイズを「A4」に設定します②。割付（レコード並び）の「左⇒右」を選択し
③、【OK】をクリックします④。

③

①

②

④
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「同じ内容」 「左⇒右」

アドバイス 割付（レコード並び）を「同じ内容」から「左⇒右」
に設定を変えるとレコードの並びが右図のようになります。

６． 印刷のダイアログに戻ります。【OK】をクリックすると印刷されます①。

①

アドバイス 面付け指定が行なえるのは、プリンタ名でPSプリンタドライバを選択したときのみ
です。ダムプリンタドライバを選択したときは、面付け、PPDの項目は設定出来ません。また面
付けを指示したときは、プロパティは【面付指示】内の〔印刷割付設定〕で行ってください。

これで Lesson 2は終了です。
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Lesson 3 はがきの裏面を作成しましょう
Step 1
ハガキの裏面設定をしましょう。
Lesson 2 で作成したはがきの裏面を
作成します。

Step 4
複数行テキスト
ボックスを設定し
ましょう。
複数行テキスト
ボックスで、可変
にする項目を設定
します。

Step 3
一行テキストボック
スを設定しましょう。
一行テキストボック
スで可変にする項目
を設定します。

Step 2
画像ボックスを設定しましょう。
Lesson 2と同じく、固定画像の設定を
行ないます。

環境設定：位置／長さ「ミリ：㎜」文字「級数：Q」

基本属性：組方向／「縦組」書体／A-OTF 新正楷書CBSK 1 Pro CBSK1」

文字サイズ：「24Q」行送り：「24Q」

Step 6
保存と印刷をしま
しょう。
A4 サイズの用紙
にはがきを 4 つ並
べて印刷します。

Step 5
組版コマンド機能を
設定しましょう。
組版コマンドを使用
して文字サイズなど
を変更します。
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Step 1 ハガキの裏面設定をしましょう。
Lesson 2 で作成した「はがき」の裏面を作成します。作成にはあらかじめ用意してある雛形
を使います。

１． メニューバー →［ファイル］→ ＜開く＞をクリックします①。

①

２． 雛形は “C:¥Morisawa¥MVP¥チュートリアル¥Lesson 3” の中にある「Lesson 3.mpd」を
選択し①、【開く】をクリックします②。

①

３． メニューバー →［ページ］→ ＜ページ追加＞をクリックします①。

①

４． ページ追加のダイアログが表示されます。「指定ページの後に追加」を選択して①、【OK】をク
リックします②。

①

②

Lesson 3
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アドバイス 【OK】をクリックしても画面上は変わりません。ページ追加の確認は画面下のス
テータスバーで確認することができます。ページ追加されるとページ数が変わります。

ページ追加後ページ追加前

５． 追加されたページを表示するには、メニューバー →［ページ］→ ＜次ページ＞を選択します①。
戻る場合は、＜前ページ＞を選択します。

①

６． 次ページ画面が表示されます。

次ページ画面

次ページ後

アドバイス 前ページ（現在のページより一つ前のページを表示）：Page Upキー
次ページ（現在のページより一つ後のページを表示）：Page Downキー

MVP チュートリアルガイド
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Step 2 画像ボックスを設定しましょう。
１． レイアウト画面に画像ボックスを作成します。ページ追加をした画面で、ツールバー →画□をク
リックします①。

①

ツールバー

２． レイアウト画面の中で、ドラッグします。

ドラッグ

３． レイアウト画面に任意の大きさの画像ボックスを作成します。
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４． 画像ボックスの位置・サイズを設定します。画像ボックスをダブルクリックします。

この中でダブルクリックしてください。

アドバイス ボックスを選択した状態でメニューバー
→［オブジェクト］→ ＜設定＞を選択しても、設定ダ
イアログが表示されます。

５． 設定ダイアログが表示されます。位置・サイズの数値を下記の設定内容の数値に変更し、【OK】
をクリックします①。

設定内容
位置・サイズ
横座標：「0mm 」 縦座標：「0mm」
幅： 「100mm」 高さ： 「148mm」

６． サンプル画像を画像ボックスに配置します。〔画像〕タブをクリックして①、次に固定画像を選
択し②、【参照】をクリックします③。

②

① ③
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７． ファイルを開くのダイアログが表示されます。“C:¥Morisawa¥MVP¥ チュートリアル
¥Lesson3” の中にある「Back.eps」選択し①、【開く】をクリックします②。

①

②

８． オーバーレイ指定を「マスターデータとする」に設定し①、【OK】をクリックします②。

アドバイス オーバーレイ指定で「マスター
データとする」を選択すると、常に画像は最
背面に表示されます。「オーバーレイ指定」の
詳細につきましては、付録をご覧ください。

選択した画像のパスが表示されます。

①

②

９． 画像ボックスに画像が配置されます。
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Step 3 一行テキストボックスを設定しましょう。
１． レイアウト画面に一行テキストボックスを作成します。ツールバー →一□をクリックします①。

①

ツールバー

２． レイアウト画面の中でドラッグします。

ド
ラ
ッ
グ

３． レイアウト画面に任意の大きさの一行テキストボックスを作成します。
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４． 一行テキストボックスの位置・サイズを設定します。一行テキストボックスをダブルクリック
します。

この中でダブルクリックしてください。

５． 設定のダイアログが表示されます。位置・サイズの数値を下記の設定内容の数値に変更します。

設定内容
位置・サイズ
横座標：「88mm 」 縦座標：「10mm」
幅： 「6mm」 高さ： 「40mm」
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６． 一行テキストボックスの設定をします。〔一行テキスト〕タブをクリックします①。
テキストのテキストエリアの中に可変にする姓・名を設定します。フィールド名より「姓」を選
択し②、挿入をクリックします③。次に「名」も同じ手順で挿入し、「名」の後ろに「様」と入力
します④。最後に【OK】をクリックします⑤。

①

ここをクリックし、フィールド名を選択して、
挿入ボタンを押すとテキストにフィールド
名が挿入されます。挿入の際は、カーソル
を挿入する位置に置いて行なってください。

⑤

②

③
④

７． プレビューでレイアウトを確認します。メニューバー →［表示］→ ＜プレビュー＞を、選択す
ると①、プレビューウィンドウが表示されます②。

②

①

Step 4 複数行テキストボックスを設定しましょう。
１． レイアウト画面に複数行テキストボックスを作成します。ツールバー →複□をクリックします
①。

①

ツールバー
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２． レイアウト画面でドラッグします。

ドラッグ

３． レイアウト画面に任意の大きさの複数行テキストボックスを作成します。

４． 複数行テキストボックスの位置・サイズを設定します。複数行テキストボックスをダブルクリッ
クします。

この中でダブルクリックしてください。
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５． 設定のダイアログが表示されます。位置・サイズの数値を下記の設定内容の数値に変更します。

設定内容
位置・サイズ
横座標：「24mm 」 縦座標：「18mm」
幅： 「58mm」 高さ： 「76mm」

６． 複数行テキストボックスの設定をします。〔複数行テキスト〕タブをクリックし①、文字サイズ
を「13Q」にします②。

①

②

７． テキストのテキストエリアにサンプルのテキスト文章をコピーして貼り付けます。
“C:¥Morisawa¥MVP¥チュートリアル¥Lesson3” の中にある「TEXT.txt」をメモ帳で開き
①、テキストをすべて選択してコピーします②。

①

②

テキストを開いてください。
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８． 手順7でコピーしたテキストを設定のテキストエリアに貼り付けます①。

①

９． プレビューでレイアウトを確認します。メニューバー →［表示］→ ＜プレビュー＞を選択する
と①、プレビューウィンドウが表示されます②。（プレビューウィンドウを表示したまま次の手
順に進んでください）

②

①

アドバイス プレビュー画面を常に表示しておくと、設定した組版結果のレイアウトを確認するこ
とができます。
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１０． テキストのテキストエリアに可変にする「姓・名」を設定します。テキストの「○○○○様」
の「○○○○」を削除します。

「○○○○」を削除してください。

１１． カーソルを「様」の前に置き、フィールド名より「姓」を選択し①、【挿入】をクリックします
②。同じように、「姓」の後に「名」も挿入します。テキスト内に（姓）（名）が挿入されます。
【OK】をクリックします③。

テキストエリアにフィールド名を挿入する際
は、必ず設定したい場

㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇㍇

所にカーソルを置いて
ください。

①

③

②

１２． プレビューでレイアウトを確認します。

MVP チュートリアルガイド

52

３



Step 5 組版コマンド機能を設定しましょう。
組版コマンドを使って、文字サイズの変更と、ルビを付けます。

１． テキストの中の【コマンド入力】をクリックします①。

①

２． テキスト編集のダイアログが表示されます。テキストの文書内で編集する箇所をドラッグし、
コマンド一覧より編集するコマンドを選びます。今回は「（姓）（名）様」の文字サイズを大きく
します。テキストの［（姓）（名）様］をドラッグし①、コマンド一覧の〔基本〕タブより「文字
属性」を選択して②、【コマンド挿入】をクリックします③。

③

②

①

アドバイス プレビュー画面を表示しておくと、
【プレビュー更新】をクリックするだけで、組版
結果を確認することができます。

３． 文字属性のダイアログが表示されます。文字サイズにチェックを入れ、フォントを「16Q」と入
力し①、【OK】をクリックします。②

①

②
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４． 「（姓）・（名）様」の前後に組版コマンドが青色で挿入されます。

５． テキスト内の「居酒屋ダイニング神無月」の「神無月」にルビを付けます。テキストの「神無月」
をドラッグして①、コマンド一覧より「ルビ」を選択し②、【コマンド挿入】をクリックします③。

③

②
①

６．「神無月」に組版コマンドが設定されます。【ルビ文字】を削除し、ひらがなで＜かんなづき＞と
入力します①。【プレビュー更新】をクリックします②。

②

①
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７． 更新されたプレビューが表示されます。

［姓・名］は文字サイズが
16Qになり、「神無月」には、
ルビが付きます。

８． 【OK】をクリックし、テキスト編集ダイアログを終了します①。設定ダイアログに戻りますの
で、再び【OK】をクリックします②。

①

②

アドバイス プレビュー画面を表示した状態で【プレビュー更新】をクリックした際、コマンド設
定に誤りがあれば、右記のエラーメッセージが表示されます。また、プレビュー更新をせずに、
【OK】をクリックしてテキスト編集ダイ
アログを閉じた際、設定ダイアログの
【OK】または【適用】をクリックすると、
同じエラーメッセージが表示されます。
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Step 6 保存と印刷をしましょう。
完成したデータに名前を付けて保存します。

１． メニューバー 「ファイル」→ ＜名前を付けて保存＞をクリックします①。

①

２． 名前を付けて保存のダイアログが表示されます。“C:¥Morisawa¥MVP¥チュートリアル¥練
習 ”の中に保存します①。ファイル名を「完成 Lesson 3.mpd」に変更し②、【保存】をクリック
します③。

①

② ③

ここをクリックして、保存場所を
設定してください。

ファイル名を「Lesson 3.mpd」
から「完成 Lesson 3.mpd」に変
更してください。
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３． 作成した「完成 Lesson 3.mpd」を、A4用紙に横２面、縦２面に面付けして印刷します。メ
ニューバー →「ファイル」→ ＜印刷＞をクリックします①。

①

４． 印刷ダイアログが表示されます。プリンタのプリンタ名を＜ Fiery S 450 65C-KM PS jp ＞
に設定して①、面付けをチェックし②、プリンタのPPDを＜ Fiery S 45065C-KMPSColor
Server v1.0 jp ＞設定し③、【面付指示】をクリックします④。

③

①

②

④

アドバイス プリンタ名、PPDはご使用のプリンタドライバと PPD名に置き換えてお読みくだ
さい。また、PPDファイルは“C:¥Morisawa¥MVP¥PPD”の中に入れてください。
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「同じ内容」 「左⇒右」

５． 面付け（両面 /片面-MVP style IDP）のダイアログが表示されます。〔印刷割付設定〕のタブを
選択して①、用紙サイズを「A4」に設定し②、割付（レコード並び）の「左⇒右」を選択します
③。

③

①

②

④

アドバイス 割付（レコード並び）を「同じ内容」から「左⇒右」
に設定を変えるとレコードの並びが右図のようになります。

６． 両面出力の指定をします。プリンタの【詳細設定】をクリックします①。

①

アドバイス 面付け指定が行なえるのは、プリンタ名でPSプリンタドライバを選択したときのみ
です。ダムプリンタドライバを選択したときは、面付け、PPDの項目は設定出来ません。また、
面付けを選択したときは、プロパティは［面付指示］内の［詳細設定］で行なってください。

MVP チュートリアルガイド

58

３



７． Fiery S450 65C-KM PS jp デバイス設定のダイアログが表示されます。おもてと裏の画面位
置を合わせるのフィールドをクリックして「オフ」から「オン」に変更し①、【OK】をクリック
します②。

両面のフィールドをクリックすると、選択
できるコンボボックスが表示されます。

②

①

＜表面＞ ＜裏面＞

８． 面付け（両面 /片面-MVP style IDP）のダイアログに戻ります。【OK】をクリックします①。
印刷のダイアログに戻ります。【OK】をクリックすると印刷されます②。

① ②
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警告ダイアログ

面付けの台紙サイズについて
①

②

③

④

アドバイス ダイアログバーには面付けした結果の出力サイズ
が表示されます①。サイズは面付け頁サイズ②×割付面数③で
す。この数値が用紙サイズ④の数値より大きい場合は警告ダイ
アログが表示されます⑤。【OK】を選択した場合は、「用紙サイ
ズ」を超えた部分は印字されません。

用紙との配置について

アドバイス 面付けウィンドウの〔用紙との配置〕タブを選択すると、用紙と台紙の配置が表示さ
れます。「用紙に合わせる」にチェックを入れると、台紙サイズを縦横比固定で拡大縮小して、用
紙サイズに合わせて印刷します。
また、「表と裏が異なる」にチェックを入れると、表版と裏版で異なる設定をすることができます。

これで Lesson 3は終了です。
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Lesson 4 名刺を作成しましょう

Step 2
作成済みのボックスタイプを変更しま
しょう。
作成済みのボックスタイプを違うタイプ
のボックスタイプに変更します。

Step 1
名刺の雛形を開きましょう。
MVPを起動し、雛形を開きます。

環境設定：位置／長さ「ミリ：㎜」文字「級数：Q」

基本属性：組方向／「横組」書体／A-OTF 新正楷書CBSK 1 Pro CBSK1」

文字サイズ：「16Q」行送り：「16Q」

Step 3
DB パレットでデータを取り込みま
しょう。
DB パレットに 10 人分の名刺データ
を取り込みます。

Step 4
それぞれのボックス設定をしましょう。
固定画像、可変画像を設定し、氏名に
ルビを振ります。

Step 5
印刷エラーチェックをしましょう。
印刷を行う前に、組版結果に問題がない
か、エラーチェックをします。

Step 7
保存と印刷をしましょう。
作成したデータを保存し、印刷します。

Step 6
DBパレットを応用してみましょう。
＜その１＞＜その２＞＜その３＞
DBパレットを応用して、色々なレイアウト
を行います。
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Step 1 名刺の雛形を開きましょう。
MVPを起動して、あらかじめ用意してある雛形を開きます。

１． メニューバー →「ファイル」→ ＜開く＞をクリックします①。

①

２． “C:¥Morisawa¥MVP¥チュートリアル¥Lesson4” の中にある「Lesson 4 mpd」を選択し
①、【開く】をクリックします②。

①

②

３． 名刺の雛形レイアウト画面が開きます。
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Step 2 作成済みのボックスタイプを変更しましょう。
１． 4つの作成済み複数行テキストボックスのうち、１つを人名ボックスに変更します。

人名ボックスに変更

２． 変更するボックスをクリックし、選択します①。メニューバー →［オブジェクト］→ ＜ボック
スタイプ変更＞ → ≪人名≫をクリックします②。

必ず先に変更するボックス
を指定してください。

②

①

３． 複数行ボックスが人名ボックスに変わります①。

①
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Step 3 DBパレットでデータを取り込みましょう。
１． メニューバー →［表示］→ ＜DBパレット＞をクリックします①。

①

２． DBパレットのダイアログが表示されます。【参照】をクリックします①。

①

３． ファイルを開くのダイアログが表示されます。“C:¥Morisawa¥MVP¥ チュートリアル
¥Lesson 4¥Lesson 4.txt” の中にある「Lesson.4txt」を選択し①、【開く】をクリックしま
す②。

①

②
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４． DBパレットに顧客データの各フィールドが表示されます。「顔写真」のデータタイプをクリッ
クして「文字列」から「画像」に変更し①、「顔写真」のフィールドを反転させたまま【データタ
イプ詳細設定】をクリックします②。

②

データタイプを変更する時は、「文字列」の上を
クリックしてください。
選択できるコンボボックスが表示されます。

①

注意 ! 「先頭行をタイトル行とする」に必ずチェック
を入れてください。

５． データタイプ詳細設定のダイアログが表示されます。下記の設定内容に変更します。
フォルダ名付加にチェックを入れ、①【参照】をクリックし②、“C:¥Morisawa¥MVP¥チュー
トリアル¥Lesson4” を選択します。
次に拡張子付加にチェックを入れ、「bmp」を選択し、【OK】をクリックします③。DBパレット
のダイアログに戻りますので、再び【OK】をクリックします。

設定内容
フォルダ名付加 C:¥Morisawa¥MVP¥チュートリアル¥Lesson4
拡張子付加 bmp

①

③

②
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Step 4 それぞれのボックスを設定しましょう。
1． 各ボックス設定の前にプレビューウィンドウを表示しておきます。
メニューバー →「表示」→ ＜プレビュー＞を選択すると①、プレビューウィンドウが表示されま
す。（プレビューウィンドウは閉じずに開けたまま次に進んでください。）

①

アドバイス プレビューウィンドウを表示して、各ボックスの設定を行い【適用】をクリックする
と、プレビューが更新されますので、レイアウトを確認しながら作成
できます。
プレビューウィンドウの【更新】をクリックしないと、レイアウトが
更新されない場合は、メニューバー →「表示」→＜プレビュー自動
更新＞にチェックを付けてください①。

２． 複数行ボックスの設定をします。複数行ボックスをダブルクリックします①。

この中でダブルクリックしてください。

①
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プレビュー画面

３． 設定のダイアログが表示されます。〔複数行テキスト〕タブをクリックして①、下記の設定内容
に変更し、【OK】をクリックします②。

設定内容
基本指定
書体：「A-OTF 見出ゴMB31ProMB31」
テキスト
テ キ ス ト エ リ ア に「WORLD TRAVEL
CENTETR」と入力。

①

②

アドバイス 設定内容を実行する場合は、【OK】か【適用】をクリックします。【適用】はダイアロ
グが閉じないためプレビューウィンドウでレイアウトを確認しながら決定が行えます。【キャンセ
ル】は現在の設定を破棄して、ダイアログを閉じ
ます。ただし、既に適用で更新された内容は破棄
できません。

４． 複数行ボックスの設定をします。複数行ボックスをダブルクリックします①。

この中でダブルクリックしてください。
①

MVP チュートリアルガイド

68

４



５． 設定のダイアログが表示されます。〔複数行テキスト〕タブをクリックして①、下記の設定内容
に変更し、テキストのテキストエリアに可変にする「部署、課、役職」を設定します。
カーソルをテキストエリア内のあらかじめ入力されているスラッシュ「/」の一番前に置き、フィー
ルド名より「部署」を選択し②、挿入をクリックします③。
「部署」の後ろのスラッシュ「/」の後に、同じように「課」「役職」も挿入し、【OK】をクリック
します④。

テキスト
フィールド名：「部署」／「課」／「役職」

①

④

②

③

挿入する場所にカーソルを設定してから、挿入をクリックしてください。

６． 人名ボックスの設定をします。人名ボックスをダブルクリックします①。

この中でダブルクリックしてください。
①
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７． 設定のダイアログが表示されます。〔人名・敬称〕タブをクリックし①、下記の設定内容に変更
し、【適用】をクリックします②。

設定内容
基本指定
文字サイズ：「24Q」
揃え：「自動振り分け」
フィールド指定
姓 ：「姓」
名 ：「名」

①

②

８． 人名にルビを振ります。〔振り仮名〕タブをクリックして①、下記の設定内容に変更し、【OK】を
クリックします②。

設定内容
振り仮名の有無

タイプ
種類：「モノルビ」
モノルビの区切り文字：「★」下記アドバイス参照
フィールド指定
姓 ：「姓よみ（モノルビ用）」
名 ：「名よみ（モノルビ用）」

①

②

アドバイス ルビには、「グループ」（複数文字）と「モノルビ」（一字単位）の2種類があります。
「モノルビ」を設定する場合には、あらかじめ、取り込む任意の区切り文字を入力しておく必要が
あります。その文字を「モノルビの区切り文字」で指定します。

モノルビ設定DB グループ設定DB

一文字ごとにルビが付きます。 姓と名の単位でルビが付きます。
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９． 複数行ボックスの設定をします。複数行ボックスをダブルクリックします①。

この中でダブルクリックしてください。
①

１０． テキストのテキストエリアに可変にする「携帯 /e-mail」を設定します。カーソルをテキスト
エリア内の「携帯：」の後に置き、フィールド名より、「携帯」を選択し①、挿入をクリックし
ます②。「e-mail」も同じように設定し、【OK】をクリックします③。

①

③

②

１１． 画像ボックスの設定をします。画像ボックスをダブルクリックします①。

この中でダブルクリックしてください。

①
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１２． 設定のダイアログが表示されます。〔画像〕タブをクリックして①、固定画像にチェックを入
れます。【参照】をクリックし②、下記の設定内容に変更します。【OK】をクリックします③。

①

③

②

設定内容
画像
固定画像

ファイル名：
C:¥Morisawa¥MVP¥ チュートリアル ¥
Lesson4¥WTC_Logo.jpg
オーバーレイ指定：「マスターデータとする」
比率
自動指定

注意！オーバーレイ指定で「マスターデータとする」を選択すると、常に画像は最背面になります。
画像が重なった場合にレイアウトとプレビューウィンドウでは、表示が異なる場合があります。
プレビューウィンドウの方でご確認ください。

１３． 画像ボックスの設定をします。画像をダブルクリックします①。Step3 の 6 で DB パレッ
トのデータタイプ詳細設定で設定した顔写真を、画像ボックスに設定します。

この中でダブルクリックしてください。

①
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①

②

１４． 設定のダイアログが表示されます。〔画像〕タブをクリックして①、下記の設定内容に変更し、
【OK】をクリックします②。

①

②

設定内容
画像
可変画像

フィールド名：「顔写真」
比率
自動指定

アドバイス プレビューウィンドウの【設定】をクリックすると、「プレビュー設定」ダイアログが
表示します。印刷プレビューにチェックを入れて①、【OK】をク
リックすると、ボックスの枠線が消えます②。

印刷プレビューチェックあり 印刷プレビューチェックなし
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アドバイス 印刷しないボックスデータはそのボックスの設定ダイアログの印刷しないにチェック
を入れてください。プレビューウィンドウの【設定】をクリッ

クし、「 印刷プレビュー」にチェックを入れて【OK】をクリッ
クすると、出力されないボックスが非表示になります。

印刷しない チェックなし 印刷しない チェックあり

Step 5 印刷エラーチェックをしましょう。
１． 印刷をする前に、組版結果に問題がないかをチェックします。メニューバー →［ファイル］→
＜印刷エラーチェック＞をクリックします①。

②

２． 印刷エラーチェックのダイアログが表示されます。【OK】をクリックします①。

①
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３． 印刷エラーチェックのダイアログに、エラーがない場合は「エラーは見つかりませんでした」と
表示されます①。エラーが発生した場合は、エラー個数とエラー内容が表示されます②。

① エラーなしの場合

【OK】をクリックし、「印刷」に進みます。

② エラーありの場合
エラー内容を確認し、エラーの箇所の修正を
行ないます。

４． エラーがあった場合は、印刷エラーチェックダイアログのエラーリストをクリックして反転させ、
【確認】ボタンをクリックします①。

①

この場合、９レコードの１ページ目が
エラーになっていることを表しています。

５． エラーが発生しているレコードがプレビューウィンドウに表示されます。

→「あふれマーク」は、エラーが発生して
いる場所を表してます。

アドバイス プレビュー画面が小さい場合、「あふれマーク 」が見えない場合があります。その
場合は拡大して確認してください。
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６． エラーの箇所を修正します。エラーのリストをダブルクリックします。

ダブルクリックします。

７． レイアウト画面でエラー箇所ボックスが選択状態になります。今回のエラーは複数行ボックス
枠内から文字があふれた為に発生したエラーです。ボックス内に自動的に一行に収まるように
ボックスタイプを一行テキストボックスに変更をします。

印刷エラーチェックのエラー箇所を
ダブルクリックするとエラーが発生
したボックスが選択状態で表示され
ます。

８． メニューバー →［オブジェクト］→ ＜ボックスタイプ変更> →《一行テキスト》をクリックし
ます①。

①
ボックスが選択された状態でないと、
ボックスタイプの変更は行えません。
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９． 一行テキストボックス内の設定をします。一行テキストボックスをダブルクリックします①。

この中でダブルクリックしてください。

①

注意！ボックスタイプ変更をすると、変更前に設定したものは全て解除されます。プレビューウィ
ンドウの【更新】ボタンをクリックして確認して下さい。

１０． 設定のダイアログが表示されます。〔一行テキスト〕タブをクリックし①、下記の設定内容に
変更します。テキストのテキストエリアの入力方法については、Step 4 の 5 を参照してく
ださい。【OK】をクリックします②。

①

②

設定内容
基本指定
文字サイズ：「9Q」
テキスト
フィールド名：「部署」／「課」／「役職」

注意！ 「自動変形」に必ずチェックを入れて
ください。

アドバイス ボックスタイプを変更する前に、入力済みのテキストエリア内の文字をコピーし、ボッ
クスタイプ変更後に貼り付けしてください。
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１１． ボックス内に文字が収まり、「あふれマーク」が消えています。

エラー修正前

エラー修正後

１２． 再び印刷エラーチェックを行います。メニューバー →［ファイル］→ ＜印刷エラーチェック
＞をクリックします。印刷エラーチェックのダイアログが開きます。【OK】をクリックしま
す①。

①

１３． 今回は2レコードでエラーが出いていましたが、同じ原因でエラーが出ていたため、複数行
テキストボックスを一行テキストボックスに 1ヶ所変更するだけでエラーを解消することが
できました。【OK】をクリックします①。

①

MVP チュートリアルガイド

78

４



Step 6 DBパレットを応用してみましょう。＜その１＞
10人分の全てのプレビューを確認してみましょう。部署、課、役職や、携帯番号、e-mail の一
部が空欄になっているものがあります。DBパレットを応用して、データが存在しない場合は
文字などを付加しないように設定を行うことができます。

Lesson4 データベース

は空欄部分。

部署／課／役職の、空欄部分に文字列を付加しない設定をします①。
携帯番号、e-mail の空欄部分に文字列を付加しない設定をします②。

変更前のプレビュー

変更後のプレビュー

①

②
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１． 一行テキストボックスを、ダブルクリックします①。

この中でダブルクリックしてください。①

２． 設定のダイアログが表示されます。〔一行テキスト〕タブをクリックします①。テキストのテキ
ストエリア内の「/」を削除②し、【OK】をクリックします③。

①

③

②

／を削除します。

３． DBパレットを開きます。メニューバー →［表示］→ ＜DBパレット＞をクリックします①。

①
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４．DBパレットのダイアログが表示されます。DB列の「課」を反転させ①、【データタイプ詳細設
定】をクリックします②。

①

②

５． データタイプ詳細設定のダイアログが表示されます。【オプション】をクリックします①。

①

６． データ前後に文字列付加のデータの前に付加する文字列に「/」と入力します①。データがない
場合、付加しないに、チェックを入れ②、【OK】をクリックします③。

③

①

②
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７．DBパレットのダイアログに戻ります。DB列の「役職」を反転させ①、【データタイプ詳細設定】
をクリックします②。

①

②

８． データタイプ詳細設定のダイアログが表示されます。【オプション】をクリックします①。

①

９． データ前後に文字列付加のデータの前に付加する文字列に「/」と入力します①。データがない
場合、付加しないに、チェックを入れ②、【OK】をクリックします③。

③

①

②
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１０． プレビューウィンドウでレイアウトを確認します。データがない場合に「/」もなくなります。

データタイプ詳細設定前

データタイプ詳細設定後

１１． 携帯の空欄部分に文字列を付加しない設定をします。複数行テキストボックスをダブルク
リックします①。

この中でダブルクリックしてください。

①

１２．〔複数行テキスト〕タブをクリックし①、テキストのテキストエリアにある「携帯：e-mail：」
を削除し②、【OK】をクリックします③。

①

③

②
「携帯：e-mail：」を削除し、（携帯）と
（e-mail）の間の改行も削除します。
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１３． DBパレットを開きます。メニューバー →［表示］→ ＜DBパレット＞をクリックします①。

①

１４． 携帯のデータタイプをクリックして反転させ①、【データタイプ詳細設定】をクリックします
②。

①

②

１５． データタイプ詳細設定のダイアログが表示されます。【オプション】をクリックします①。

①
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１６． データの前後に文字列付加の、データの前に付加する文字列に「携帯：」と入力します①。デー
タの後に付加する文字列に「<br>」と入力し②、データがない場合、付加しないに、チェック
を入れ③、【OK】をクリックします④。

④

①

③
②

注意！<br>は改行のコマンドです。これを、データの後に付加する文字列の後に入れないと、下
記のようになります。

<br>を付加した場合 <br>を付加しない場合

１７．DBパレットのダイアログに戻ります。DB列の「e-mail」を反転させ①、【データタイプ詳細
設定】をクリックします②。

①

②
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１８． データタイプ詳細設定のダイアログが表示されます。【オプション】をクリックします①。

①

１９． データ前後に文字列付加のデータの前に付加する文字列に「e-mail：」と入力します①。デー
タがない場合、付加しないに、チェックを入れ②、【OK】をクリックします③。

③

①

②

２０． プレビューウィンドウでレイアウトを確認します。e-mail の行が削除されます。

データタイプ詳細設定前

データタイプ詳細設定後
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Step 6 DBパレットを応用してみましょう。＜その２＞
データベース内の画像名と実際の画像名が異なる場合の設定を行いましょう。Lesson 4.txt
の画像名は NO 001.bmp から NO 010.bmp になっています。DB パレットの置換設定を
使ってPhoto-A.bmpからPhoto-J.bmp画像を取り込みましょう。

Lesson 4 txt の画像名と同じ
画像名

Lesson 4 txt の画像名と異なる
画像名

Lesson 4 txt の画像名 Lesson 4 サンプル画像

１． DBパレットを開きます。メニューバー →［表示］→ ＜DBパレット＞をクリックします①。

①
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２．DBパレットのダイアログが表示されます。DB列の「画像」を反転させ①、【データタイプ詳細
設定】をクリックします②。

①

②

３． データタイプ詳細設定のダイアログが表示されます。【オプション】をクリックします①。

①

４． 文字列を置換するにチェックを入れると①、【置換設定】が表示されます。【置換設定】をクリッ
クします②。

②

①
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５． 置換設定のダイアログが表示されます。変換テーブルの【取込】をクリックします①。

①

６． 取 り 込 む 変 換 テ ー ブ ル 名 を 指 定 し て く だ さ い の ダ イ ア ロ グ が 開 き ま す。
“C:¥Morisawa¥MVP¥チュートリアル¥Lesson4” にある「写真差し替え .txt」を選択し①、
【開く】をクリックします②。

①

②

７． 置換リストに「写真差し替え .txt」のデータが取り込まれます。【OK】をクリックします①。

①

変換テーブル

取込

「NO 001」は「photo-A」に置き換えられます。

アドバイス ファイル指定ダイアログで指定可能なファイル形式はCSV（カンマ区切り＊ .CSV）
またはテキスト（タブ区切り＊ .txt）です。変換テーブルを別途用意していない場合は、置換設定
ダイアログ内で直接、検索文字列と置換文字列を入力します。
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８． データタイプ詳細設定のダイアログに戻りますので、【OK】をクリックします①。DBパレット
のダイアログに戻りますので、再び【OK】をクリックします②。

①

②

９． プレビューウィンドウでレイアウトを確認します。データベース内の名称と違う画像が取り込
まれます。

置換設定前NO.001～ 置換設定前Photo A～
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Step 6 DBパレットを応用してみましょう。＜その３＞
「崎」「鴎」「吉」「祇」の文字を置換設定を使って、OpenType Font にある字形に変更します。

異体字設定前 異体字設定後

１． DBパレットを開きます。メニューバー →［表示］→ ＜DBパレット＞をクリックします①。

①
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２．DBパレットのダイアログが表示されます。DB列の「姓」を反転させ①、【データタイプ詳細設
定】をクリックします②。

①

②

３． データタイプ詳細設定のダイアログが表示されます。【オプション】をクリックします①。

①

４． 文字列を置換するにチェックを入れると①、【置換設定】が表示されます。【置換設定】をクリッ
クします②。

①

②
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５． 置換設定のダイアログが表示されます。変換テーブルの【取込】をクリックします①。

①

６． 取 り 込 む 変 換 テ ー ブ ル 名 を 指 定 し て く だ さ い の ダ イ ア ロ グ が 開 き ま す。
“C:¥Morisawa¥MVP¥チュートリアル¥Lesson4” の中にある、「異体字テーブル .txt」を選
択し①、【開く】をクリックします②。

①

②

７． 置換リストに「異体字テーブル .txt」のデータが取り込まれます。【OK】をクリックします①。

①

変換テーブル

取込

「吉」は「￥_ｃ 13706」に置き換えられます。

アドバイス OpenType Font を使用する場合に限り、CID コード番号で文字を入力することが
できます。入力方法は「￥_c*****」と入力します。***** は CID コード番号で 5 桁入力です。
CIDコード番号表は、Adobe 社のホームページにより、ダウンロードが可能です。
http://partners.adobe.com/public/developer/font/index.html
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８． データタイプ詳細設定ダイアログに戻りますので、【OK】をクリックします①。
DBパレットのダイアログに戻りますので、「名」も同じ手順で変更します②。

②

①

９． 「名」の設定が終わり、再びDBパレットに戻ります。【OK】をクリックします②。

①
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１０． プレビューウィンドウでレイアウトを確認します。

異体字設定前 異体字設定後

Step 7 保存と印刷をしましょう。
完成したデータに名前を付けて保存します。

１． メニューバー →「ファイル」→ ＜名前を付けて保存＞をクリックします①。

①
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２． 名前を付けて保存のダイアログが表示されます。“C:¥Morisawa¥MVP¥チュートリアル¥練
習 ”の中に保存します①。ファイル名「完成 Lesson 4.mpd」に変更し②、【保存】をクリックし
ます③。

①

② ③

ここをクリックして、保存場所を
設定してください。

ファイル名を「Lesson 4.mpd」
から「完成 Lesson 4.mpd」に変
更してください。

３． 作成した「Lesson4.mpd を、A4用紙に横2面、縦5面に面付け印刷します。メニューバー
→「ファイル」→ ＜印刷＞をクリックします①。

①
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「同じ内容」 「左⇒右」

４． 印刷ダイアログが表示されます。プリンタのプリンタ名を＜ Fiery S450 65C-KM PS jp ＞に
設定して①、面付けをチェックし②、プリンタの PPD を＜ Fiery S450 65C-KM PS Color
Server v1.0 jp ＞に設定します③。【面付指示】をクリックします④。

③

①

②

④

アドバイス プリンタ名、PPDはご使用のプリンタドライバと PPD名に置き換えてお読みくだ
さい。

５． 面付け（両面 /片面-MVP style IDP）のダイアログが表示されます。〔印刷割付設定〕のタブを
選択して①、用紙サイズを「A4」に設定し②、割付（レコード並び）の「左⇒右」を選択します
③。

③

①

②

アドバイス 割付（レコード並び）を「同じ内容」から「左⇒右」
に設定を変えるとレコードの並びが右図のようになります。
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６． 断裁のためのトンボを付けます。〔アキ・トンボ〕タブをクリックして①、トンボにチェックを
入れ②、形式Aを選択します③。

③

①

②

７． プレビューウィンドウでレイアウト確認します。【プレビュー】をクリックします①。

①

８． トンボが付きます。タイトルバーの□× をクリックし、プレビューウィンドウを閉じます①。

①
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９． 面付け（両面／片面-MVP style IDP）のダイアログに戻ります。【OK】をクリックします①。

①

１０． 警告ダイアログが表示されます。警告エラーは出力サイズが用紙サイズより大きくなった場
合に表示されます。【OK】をクリックし、印刷ダイアログに戻り【OK】をクリックして印刷し
ます。①。

①

アドバイス ダイアログバーには面付けした結果の出力サイズが表示されます①。サイズは面付け
頁サイズ②×割付面数③にトンボやアキ量が加算された数値です。この数値が用紙サイズ④の数
値より大きい場合は警告ダイアログが表示されます。【OK】を選択した場合は、「用紙サイズ」を
超えた部分は印字されません。

①

②

④

③
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今回はトンボを付けたことにより用紙サイズをオーバーし、警告のエラーが発生します。

109

87

65

43

21

A4用紙サイズ
サイズオーバー

アドバイス 用紙に対する印字位置は印刷→面付
指示→用紙との配置で調整が行えます。

紙との配置

布
ほ

袋
てい

宇
う

大
た

彦
ひこ

〒556-0012
大阪市浪速区敷津東2-6-25
TEL：06-6649-2151 FAX：06-6649-2153
携帯：090-1234-0001
e-mail：hotei@morisawa-mvp.co.jp

営業部/営業一課/課長

WORLD TRAVEL CENTER

小
お

柳
やなぎ

愛
いつみ

〒556-0012
大阪市浪速区敷津東2-6-25
TEL：06-6649-2151 FAX：06-6649-2153
携帯：090-1234-0002

営業部/営業一課

WORLD TRAVEL CENTER

倭
やまと

空
あき

翔
と

〒556-0012
大阪市浪速区敷津東2-6-25
TEL：06-6649-2151 FAX：06-6649-2153
e-mail：yamato@morisawa-mvp.co.jp

営業部/営業二課/係長

WORLD TRAVEL CENTER

大
おお

瀬
ぜ

良
ら

英
え

理
り

也
や

〒556-0012
大阪市浪速区敷津東2-6-25
TEL：06-6649-2151 FAX：06-6649-2153
携帯：090-1234-0003
e-mail：oozera@morisawa-mvp.co.jp

営業部/営業二課

WORLD TRAVEL CENTER

黄
き

川
かわ

田
だ

歩
ある

人
と

〒556-0012
大阪市浪速区敷津東2-6-25
TEL：06-6649-2151 FAX：06-6649-2153
携帯：090-1234-0004

業務部/部長

WORLD TRAVEL CENTER

能
のう

重
しげ

虎
いた

利
り

〒556-0012
大阪市浪速区敷津東2-6-25
TEL：06-6649-2151 FAX：06-6649-2153
携帯：090-1234-0005
e-mail：noushige@morisawa-mvp.co.jp

業務部

WORLD TRAVEL CENTER

仁
にし

麿
ま

楽
ぐら

理
おさむ

〒556-0012
大阪市浪速区敷津東2-6-25
TEL：06-6649-2151 FAX：06-6649-2153
e-mail：osamu@morisawa-mvp.co.jp

開発部/マネージャー

WORLD TRAVEL CENTER

設
し

楽
たら

愛
あ

富
とむ

〒556-0012
大阪市浪速区敷津東2-6-25
TEL：06-6649-2151 FAX：06-6649-2153
携帯：090-1234-0006
e-mail：shitara@morisawa-mvp.co.jp

開発部/システムソリューション

WORLD TRAVEL CENTER

山
やま

﨑
ざき

鷗
おう

外
がい

〒556-0012
大阪市浪速区敷津東2-6-25
TEL：06-6649-2151 FAX：06-6649-2153
携帯：090-1234-0007
e-mail：yamazaki@morisawa-mvp.co.jp

営業部/マーケティンググループ/システムディレクター

WORLD TRAVEL CENTER

%
よし

田
だ

y
ぎ

園
おん

〒556-0012
大阪市浪速区敷津東2-6-25
TEL：06-6649-2151 FAX：06-6649-2153
e-mail：yoshida@morisawa-mvp.co.jp

営業部/マーケティンググループ

WORLD TRAVEL CENTER

これで Lesson 4 は終了です。

MVP チュートリアルガイド

100

４



Lesson 5 目次

Lesson 5 チケットにナンバリングしましょう㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀102

Step 1 用紙サイズ定形外の文章を作成しましょう。㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀103

Step 2 塗り足しを考慮した画像を貼り込みましょう。㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀105

Step 3 複数行ボックスを設定しましょう。㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀110

Step 4 ナンバリングの設定をしましょう。㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀111

Step 5 テキストとナンバリングの組版コマンドを入力しましょう。㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀112

Step 6 保存して、串刺し印刷しましょう。㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀㌀115



Lesson 5 チケットにナンバリングしましょう
Step 2
塗り足しを考慮した画像を貼り込み
ましょう。
塗り足しを考慮して画像ボックスを
設定します。

Step 1
用紙サイズ定形外の文書を作成しま
しょう。
ユーザー定義サイズを使って定形外の

環境設定：位置／長さ「ミリ：㎜」文字「級数：Pt」

基本属性：組方向／「横組」書体／A-OTF 中ゴシックBBB PRO Medium」

文字サイズ：「9Q」行送り：「12Q」

Step 4
ナンバリングの設定を
しましょう。
メニューバー → オプ
ションでナンバリング
を設定します。

Step 6
保存して、串刺し印刷しましょう。
作成したデータを保存し、串刺し印刷し
ます。

Step 3
複数行ボックスを設定しま
しょう。
複数行ボックスを作成し、
ナンバリングを設定します。

Step 5
テキストとナンバリングの組版コマンド
を入力しましょう。
設定したナンバリングに、組版コマンド
を設定します。
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Step 1 用紙サイズ定形外の文章を作成しましょう。
１． メニューバー →［ファイル］→ ＜新規作成＞をクリックします①。

①

２． 新規作成のダイアログが表示されます。ページの用紙よりユーザ定義サイズを選択します①。

①

３． 用紙サイズ定義のダイアログが表示されます。下記の設定内容に変更し、【保存】をクリックし
ます①。

設定内容
用紙サイズ名：「サービスチケット」
用紙幅 ：84mm
用紙長さ：53mm

①

４． 用紙サイズエリアに「サービスチケット」が設定されました。【OK】をクリックします①。

①

【保存】をクリックすると、用紙サイズ名
に入力した「サービスチケット」が用紙サ
イズエリアに登録されます。
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５． 新規作成ダイアログに戻ります。下記の設定に変更し、【OK】をクリックします①。

①

設定内容
モード
可変印刷（両面／片面）

ページ
用紙方向： 横置き

アドバイス ユーザ定義サイズのダイアログで任意の用紙サイズを設定することができます。設定
できる範囲は（5mm～1200mm×5mm～1200mm）です。用紙サイズ名を入力しないと、
登録はできません。登録すると新規作成ダイアログの用紙コンボボックスに表示されます。
また、サイズを任意の単位（例：ポイント・級数）で設定保存した後、ダイアログを再表示すると、
現在設定してある単位（例：ミリメートル）に換算した値で表示されます。

用紙サイズ名設定前 用紙サイズ名設定後

６． 新規１のレイアウト画面が表示されます。

アドバイス メニューバー［表示］→
＜全体表示＞を選択すると、画面上に
ページ全体が表示されます。
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Step 2 塗り足しを考慮した画像を貼り込みましょう。
１． レイアウト画面に画像ボックスを作成します。ツールバー →画□をクリックすると、矢印が
から に変わります。

①

ツールバー

アドバイス レイアウトボックスの作成方法は2通りあります。（＊ Lesson 1を参照）
１メニューバー →［オブジェクト］→＜ボックス新規作成＞
２ツールバー →ツールを選択→レイアウト画面の中でドラッグ

２． レイアウト画面の中でドラッグします。

ドラッグ

３． レイアウト画面に任意の大きさの画像ボックスを作成します。
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４． 画像ボックスの位置・サイズを設定します。画像ボックスをダブルクリックします。

この中でダブルクリックしてください。

アドバイス ボックスを選択した状態でメニューバー →［オブジェクト］→ ＜設定＞を選択して
も、設定ダイアログが表示されます。

原点マークの設定

メニューバー →［表示］→ ＜原点・グリット設定＞をクリックします①。

①

原点・グリット設定のダイアログが表示されます。横座標・縦座標を決め、原点マーク表示にチェッ
クを入れます。
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５． 設定のダイアログが表示されます。塗り足し分を入れた用紙サイズより天地左右各3mm大き
い画像ボックスを設定します。位置・サイズの数値を下記の数値に変更します。【適用】をクリッ
クします①。

設定内容
位置・サイズ
横座標：「-3mm 」 縦座標：「-3mm」
幅： 「90mm」 高さ： 「59mm」

①

６． サンプル画像を画像ボックスに配置します。〔画像〕タブをクリックします①。固定画像を選択
し②、【参照】をクリックします③。

②

① ③

７． ファイルを開くのダイアログが表示されます。“C:¥Morisawa¥MVP¥ チュートリアル
¥Lesson5” の中にある「サービスチケット .eps」を選択し①、【開く】をクリックします②。

①

②
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８． オーバーレイ指定を「マスターデータとする」に設定し①、【OK】をクリックします②。

アドバイス オーバーレイ指定で「マスター
データとする」を選択すると、常に画像は最
背面に表示されます。「オーバーレイ指定」の
詳細につきましては、付録をご覧ください。

選択した画像のパスが表示されます。

①

②

設定内容
比率
自動指定

９． 画像ボックスに画像が配置されます。

塗り足しについて

今回は用紙サイズに貼り付ける画像を、用紙サイズよりも大きく設定しています。用紙サイズは、
53mm×84mmに対し、サンプル画像の設定値は90mm×59mmと、縦、横とも6mm大きく
設定しています。原点マークを起点に天地左右各 3mmづつずらした部分が塗り足し部分となりま
す。

原点マーク
縦、横、座標値0mmの原点マークを
設定した場所を表します。

画像の座標を表しています。
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横座標Ｘ -３mm

塗り足し部分：サンプル画像の設定値 用紙サイズ：サービスチケット設定値

縦
座
標
Ｙ
-3
mm

この部分はカットされます。

アドバイス 「面付け設定」→〔アキ・トンボ〕の「４辺裁ち落とし」の
チェックを外した場合、塗り足し部分の裁ち落としはされません。
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Step 3 複数行ボックスを設定しましょう。
１． レイアウト画像の空白部分①に、複数行ボックスを設定しましょう。

①

２． メニューバー →［オブジェクト］→ ＜ボックス新規作成＞をクリックします①。

①

３． ボックス新規のダイアログが表示されます。ボックスタイプから「複数行テキスト」を選択し①、
下記の設定内容に変更します。【OK】をクリックします②。

設定内容
位置・サイズ
横座標：「52mm 」 縦座標：「40mm」
幅： 「30mm」 高さ： 「10mm」

①

②

MVP チュートリアルガイド

110

５



４． 複数行テキストボックスがレイアウト画面に作成されます。

Step 4 ナンバリングの設定をしましょう。
１． 複数行テキストボックスにナンバリングを設定します。メニューバー →「オプション」→ ＜ナ
ンバリング設定＞をクリックします①。

①

２． ナンバリングのダイアログが表示されます。【新規】をクリックします①。

①
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３． ナンバリング設定の編集のダイアログが表示されます。下記の設定内容に変更し【OK】をクリッ
クします①。

①

設定内容
ナンバリング名：「抽選番号」
数値タイプ
半角算用数字
桁固定処理

5桁固定 先頭に0を埋める

４． ナンバリングのダイアログに戻りますので、【閉じる】をクリックします①。

①

ナンバリングリストに「抽選番号」の設
定が登録されます。

Step 5 テキストとナンバリングの組版コマンドを入力しましょう。
１． 複数行テキストボックスをダブルクリックします。

この中でダブルクリックしてください。
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２． 設定のダイアログが表示されます。〔複数行テキスト〕タブをクリックして①、下記の設定内容
に変更し、【コマンド入力】をクリックします②。

設定内容
基本指定
揃え：中央揃え
配置：中央配置
テキスト
「お楽しみ抽選番号」
「NO.」

①

②

３． テキスト編集のダイアログが表示されます。テキストエリア内の「NO.」の後ろにカーソルを置
き①、コマンド一覧のナンバリングを選択し②、【コマンド挿入】をクリックします③。

③

①

②

４． ナンバリングのダイアログが表示されます。Step 4で設定した、「抽選番号」を選択し①、【OK】
をクリックします②。

②

①
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５． テキスト編集のダイアログに戻ります。テキストエリアのNO. の後ろにナンバリングのコマン
ドが表示されます。【OK】をクリックします①。

①

アドバイス プレビュー画面を表示した状
態で【プレビュー更新】をクリックした際、
コマンド設定に誤りがあれば、右記のエ
ラーメッセージが表示されます。また、プ
レビュー更新をせずに、【OK】をクリック
してテキスト編集ダイアログを閉じた際、
設定ダイアログの【OK】または【適用】を
クリックすると、同じエラーメッセージが表示されます。

６． 設定のダイアログに戻ります。【OK】をクリックします①。

①
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７． プレビューでレイアウトを確認します。メニューバー →［表示］→<プレビュー>を選択する
と、プレビューウィンドウが表示されます①。

①

Step 6 保存して、串刺し印刷しましょう。
１． メニューバー →［ファイル］→ ＜名前を付けて保存＞をクリックします①。

①

２． 名前を付けて保存のダイアログが表示されます。C:¥Morisawa¥MVP¥ チュートリアル ¥練
習 ”の中に保存します①。ファイル名を「完成 Lesson 5.mpd」に変更し②、【保存】をクリック
します③。

①

② ③

ここをクリックして、保存場所を
設定してください。

ファイル名を「新規1.mpd」から
「完成 Lesson 5.mpd」に変更し
てください。
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３． 作成した「完成 Lesson5.mpd」を、A4用紙に横2面、縦4面の面付け印刷します。メニュー
バー →［ファイル］→ ＜印刷＞をクリックします①。

①

４． 印刷ダイアログが表示されます。プリンタのプリンタ名を<Fiery S450 65C-KM PS jp>に
設定して①、面付けをチェックし②、プリンタの PPD を <Fiery S450 65C-KM PS Color
Server v1.0 jp>設定します③。印刷部数のナンバリング数を「24」に設定して④、【面付指示】
をクリックします⑤。

③

①

②

⑤ ④

アドバイス プリンタ名、PPDはご使用のプリンタドライバと PPD名に置き換えてお読みくだ
さい。また、PPDファイルは“C:¥Morisawa¥MVP¥PPD”の中に入れてください。
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５． 面付け（両面／片面-MVP style IDP）のダイアログが表示されます。〔印刷割付設定〕のタブを
選択して①、下記の設定内容に変更します。

①

設定内容
用紙サイズ「A4」
印刷方向 「縦」
割付面数：横：2面 縦：4面」
割付（レコードの並び） 同じ内容
串刺し
「左⇒右」

アドバイス 今回はナンバリング数を「24」に設定してあります。A4用紙に2面×4面＝8面
で面付けを行い、3枚印刷します。

串刺し山の方向について

3 15

6 18

9 21

12 24
2421

1815

129

63

1枚目
左⇒右 上⇒下

1 4
7 10
13 16
19 22

2枚目

2320
1714
118
52

3枚目

3 6

9 12

15 18

21 24

1枚目

2210

197

164

131

2枚目

2 14

5 17

8 20

11 23

3枚目

2 5
8 11
14 17
20 23

2412

219

186

153

2219
1613
107
41

2311

208

175

142 1 13

4 16

7 19

10 22
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⑤④

CMYK RGBカラーバー

黒
の
濃
度
バ
ー

６．〔アキ・トンボ〕のタブをクリックします①。今回は塗り足しが必要な為、用紙サイズより貼り
付けた画像が天地左右3mmづつ大きく設定しています。アキの横：6㎜／縦：6㎜と入力し②、
トンボにチェックを入れます③。

③

①

②

⑥

アドバイス アキの横、縦に数値を入力すると、簡易プレビュー画面上に数
値が表示されます④。数値の設定は直接簡易プレビュー画面上で入力する
こともできます。カーソルを簡易プレビュー画面上のボックスの中でク
リックし、黒く反転させて数値を入力することができます⑤。

カラーバーにチェックを入れると⑥、CMYK RGB カラーバーを面付け左
上に、黒の濃度バーを面付け右下に出力します。簡易プレビュー
ウィンドウで確認できます。
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７．【プレビュー】をクリックします。簡易プレビューウィンドウが表示され、トンボとアキの設定
を確認することができます。タイトルバーの□× をクリックし、簡易プレビューウィンドウを閉
じます①。

①

８． 面付け（両面／片面-MVP style IDP）のダイアログに戻ります。【OK】をクリックします①。

①

９． 印刷のダイアログに戻ります。【OK】をクリックすると印刷されます①。

①

これで Lesson 5は終了です。
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②
①

③

付録
オーバーレイについて

各ページ共通となる固定画像をマスターデータとしてプリンタに登録し、以後可変のみをプリンタに
送ることで、出力時の負荷を軽減する機能で
す。固定画像を選択した場合、オーバーレイ
指定を「マスターデータとする」または、「バ
リアブルデータとする」のどちらかを選択し
ます。固定画像部分（以後、マスターデータ
と称す）だけを先にプリンタに送り、RIP 処
理を済ませ、後から送られてくる可変部分（以
後バリアブルデータと称す）と一緒にしてプ
リントすることで、画像を含む処理を高速化
することが出来ます。

MVPで設定するには

マスターデータとして、登録する画像を①で設定します。バリアブルデータとして登録する画像は、
③可変画像、もしくは②固定バリアブルで設定します。

マスターデータ

２．次に出力レコード分
のバリアブルデータ
が送られます。

１．プリントにマスター
データが送られます。

マスターデータバリアブルデータ

３．プリンタでマスターデータ
と、一緒にプリントアウト
されます。
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マスターデータをバリアブルデータの上に設定した場合

バリアブルデータ画像の上に、マスターデータを置いた場合、マスターデータは他のオブジェクトに
対して、常に最背面に表示されますので①のように、マスターデータの神無月のロゴが表示されませ
ん。その場合にオーバーレイ指定を「マスターデータとする」から「バリアブルデータとする」に変
更すると、②のように神無月のロゴマークが表示されます。この場合バリアブルデータとして処理さ
れますので「マスターデータとする」とした時よりも処理速度は遅くなります。

バリアブルデータ
マスターデータ

レイアウト画面

バリアブルデータ マスターデータ

プレビュー画面
① ②

付録

121

付録





１．本ソフトウェアの全部または、一部の複製・流用、ならびに本マニュアルの全部または一部の複
写・転用を行うことを禁止します。

２．安全に使用していただく為に、取扱説明書記載以外の取扱いや操作はおやめください。
３．不測の事故等によりハードディスクに保存したデータが破壊されることもあります。大切なデー
タは必ずMOや CD-R 等リムーバブルメディアにも保存されるようバックアップ作業をしてく
ださい。

４．校正洩れを防ぐ為に、校正作業は最終工程の出力物で行って下さい。
５．当システムの仕様は、改良のため予告なく変更することがあります。ご了承ください。
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